
                    　 原子吸光光度法， 誘導結合プラ ズマ（ ICP） 発光分光分析法及び ICP 質量分

析法に関する 次の記述のう ち， 正し いのはど れか。

１ ． 原子吸光光度法では， 主に励起状態の原子蒸気によ る 光吸収を観測し ている 。

２ ． 原子吸光は極めて狭い波長範囲（ １  pm 程度） の光吸収である ため， 共存物質等

によ る 干渉を考慮する 必要がない。

３ ． ICP は， 光と 熱の発生を 伴う 状態で， 通常は物質と 酸素と の化学反応によ っ て生

じ る 。

４ ． ICP 発光分光分析法は， 測定対象の元素ごと にプラ ズマ化し て励起源と し て用い

る 必要がある ので， 多元素同時測定には適用でき ない。

５ ． ICP 質量分析法では， ICP 中に導入さ れた試料のう ち， イ オン化さ れた原子を 質

量分析計で検出し ている 。

正答５



                      　 薬剤師法に基づく 薬剤師の業務に関する 次の記述のう ち， 正し いのはど れか。

１ ． 薬局の薬剤師は， 薬局の管理者が不在の場合， 調剤を断ら なければなら ない。

２ ． 病院の調剤所では， 入院し ていた患者が退院し た後， 当該患者が近隣の診療所の

医師から 交付さ れた処方箋によ り 病院の薬剤師は調剤する こ と ができ る 。

３ ． 病院の薬剤師は， 処方箋を交付し た医師の同意を得ずに， 処方箋に記載さ れた医

薬品を変更し て調剤する こ と ができ る 。

４ ． 薬局開設者は， 調剤録を， 薬剤師によ る 最終の記入の日から ２ 年間経過後， 廃棄

する こ と ができ る 。

５ ． 薬剤師は， 販売又は授与の目的で調剤し た薬剤の容器又は被包に， 患者の氏名，

用法， 用量等を記載し なければなら ない。

正答５
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